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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
早
い
も
の
で
、
私
の
3
期
目
の
任
期

も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
初
就

任
以
来
12
年
間
、
ひ
た
す
ら
町
民
の
福

祉
の
向
上
と
町
の
発
展
を
目
指
し
て
、

町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
主
な
動
き
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、「
産
業
の
振
興
」に
つ
い
て
は
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
な
か

で
も
勝
浦
み
か
ん
の
振
興
を
図
る
た
め
、

「
勝
浦
み
か
ん
生
産
販
売
促
進
協
議
会
」

を
中
心
に
、「
勝
浦
み
か
ん
の
ブ
ラ
ン

ド
化
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
高
品

質
で
高
価
格
な
勝
浦
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

さ
せ
、
県
内
外
に
P
R
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
次
に
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」
に

つ
い
て
は
、町
の
P
R
専
用
サ
イ
ト「
カ

ツ
・
ユ
ー
・
ラ
イ
フ
〜
勝
浦
で
育
む
あ

な
た
の
暮
ら
し
〜
」
を
開
設
し
、
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
支
援
策
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
4
月
に
は
、
沼
江
地

区
に
お
い
て
、「
子
育
て
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
改
築
が
完
了
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
も
、

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
お
聞

き
し
な
が
ら
、移
住・定
住
に
結
び
つ
く
、

き
め
細
か
い
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
8
月
に
は
勝
浦
町
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
レ
ヴ
ィ
タ
か
つ
う

ら
」
が
完
成
し
ま
し
た
。「
レ
ヴ
ィ
タ

か
つ
う
ら
」
は
、
観
光
、
交
流
又
は
移

住
に
つ
い
て
の
業
務
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
業
務
及
び
地
域
資

源
を
活
か
し
、
町
を
活
性
化
す
る
た
め

の
業
務
を
行
う
施
設
で
す
。
勝
浦
町
地

域
活
性
化
協
会
の
拠
点
と
し
て
、
観
光
、

交
流
、
移
住
、
ま
ち
づ
く
り
の
研
修
な

ど
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
内
各
種
団
体
の
会
議
な
ど
多
目
的
に

ご
使
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
や
展
示
情
報
コ
ー
ナ
ー

は
、
無
料
で
ご
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
ご
近
所
さ
ん
の
集
ま

り
の
場
や
休
憩
場
、
設
置
し
て
い
る
活

性
化
に
関
す
る
図
書
の
閲
覧
な
ど
に
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
す
。
館
内
W
i

-

F
i
設
備
も
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、「
地
域
の
安
全
」に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
救
急
救
命
士
に
よ
る

救
急
救
命
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
救
急
搬
送
業
務
と
し
て
役

場
臨
時
職
員
が
救
急
隊
を
編
成
し
、
24

時
間
体
制
で
搬
送
業
務
の
み
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
救
急
シ
ス
テ
ム

㈱
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
救
急
救
命
士

が
必
要
な
観
察
や
処
置
を
行
い
、
医
療

機
関
ま
で
の
搬
送
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、「
社
会
基
盤
の
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る

県
道
阿
南
勝
浦
線
の
沼
江
バ
イ
パ
ス
3

期
工
事
の
早
期
完
成
、
徳
島
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道
徳
島
上
那
賀

線
の
生
比
奈
小
学
校
付
近
の
歩
道
整
備

に
加
え
、
飯
谷
町
大
ノ
上
の
幅
員
狭
隘

部
、
さ
ら
に
、
県
道
新
浜
勝
浦
線
の
整

備
促
進
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
を
続
け
た
結

果
、
い
ず
れ
の
地
区
に
つ
い
て
も
着
手

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
と
の
連
携

の
下
、
早
期
完
成
に
向
け
て
着
実
に
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、

局
地
的
な
豪
雨
が
頻
繁
に
お
こ
っ
て
い

ま
す
。
抜
本
的
な
治
水
対
策
に
つ
い
て

も
、
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
「
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
」
は
町
出
身

の
関
東
在
住
者
の
親
睦
・
交
流
や
郷
土

愛
の
育
み
・
文
化
の
向
上
を
目
的
に
発

足
し
、
一
昨
年
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
80
名
ほ
ど
の
会
員
を
擁
し
て
い
ま

す
。
会
員
に
は
「
広
報
か
つ
う
ら
」
が

毎
月
宅
配
さ
れ
、
世
界
的
に
な
っ
た
か

つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
初
め
、
与

川
内
ホ
タ
ル
ま
つ
り
、
さ
か
も
と
あ
か
り

の
里
な
ど
、
町
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
知
る
事

が
で
き
ま
す
。

　

当
会
で
は
総
会
へ
の
一
般
会
員
の
出
席

が
こ
こ
数
年
、
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
会

員
の
高
齢
化
が
原
因
で
し
ょ
う
が
、
会

員
で
あ
る
事
の
メ
リ
ッ
ト
が
広
報
誌
の
宅

配
以
外
に
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
当

会
は
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
に
向
け
て

「
気
遅
れ
す
る
よ
う
な
場
所
へ
会
員
・
家

族
の
多
数
で
行
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
企

画
を
立
て
ま
し
た
。
国
会
議
事
堂
、
皇

居
東
御
苑
、
警
視
庁
な
ど
、
ふ
だ
ん
一

人
で
は
行
か
な
い
所
を
見
学
し
よ
う
と
い

う
訳
で
す
。昨
年
10
月
に「
明
治
記
念
館
」

と
「
迎
賓
館
」の
２
ケ
所
を
16
名
で
見
学
、

と
く
に
迎
賓
館
で
は
贅
を
尽
く
し
た
洋

風
王
宮
建
築
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
翌

11
月
に
米
大
統
領
が
来
日
。
私
た
ち
も

訪
れ
た
部
屋
が
首
脳
会
談
に
使
わ
れ
る

な
ど
し
て
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
に
感
じ
ま

し
た
。２
月
は「
築
地
市
場
」の
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
折
、〝
地
区
総
出
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
〞
と
い
う
初
開
催
の
「
さ

か
も
と
坂
道
マ
ラ
ソ
ン
」
の
記
事
に
は
、

遠
く
に
い
て
も
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
当
会
の
活
性
化
へ
の
ヒ

ン
ト
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

勝
浦
町
か
ら
の
情
報
発
信
に
感
謝
し

つ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
し
、
年
始
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
４
月
よ
り
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る

さ
と
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
私
ご

と
き
で
い
い
の
か
大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
本
年
は
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る

さ
と
会
結
成
25
周
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
の
は
、
先
輩
方

の
お
蔭
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
前
ま
で
総
会
は
５
年
ご
と
の
節
目

に
は
勝
浦
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
５
月
19
日
㈯
に
「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
阪
」
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
生
名
出
身
で
昭
和
45
年
に
勝

浦
中
学
校
を
卒
業
し
て
、
岐
阜
県
瑞
浪

市
に
あ
る
道
徳
教
育
の
全
寮
制
（
当
時
）

私
立
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
学
・
就
職
も
大
阪
で
、
25
年
前
に
は

独
立
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
会
が
発
足
し
た
第
１
回
か
ら
懐
か
し

さ
の
あ
ま
り
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
お
り
ま
し
て
も
、

昨
年
１
月
８
日
に
は
、
群
馬
県
利
根
郡

み
な
か
み
町
谷
川
で
星
谷
の
杉
生
ウ
タ
ヱ

さ
ん
と
偶
然
お
会
い
し
、
６
月
に
は
千

葉
県
柏
市
で
棚
野
立
川
の
寺
井
俊
彰
さ

ん
、
10
月
に
は
生
名
の
花
房
恒
夫
さ
ん

と
お
会
い
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

育
て
て
頂
い
た
ふ
る
さ
と
勝
浦
に
ご

恩
返
し
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
中
々
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て

近
畿
の
会
員
と
勝
浦
の
橋
渡
し
を
さ
せ

て
頂
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
会
の
次
世
代
を
担
う
若
い
会
員

の
募
集
に
は
、
勝
浦
の
方
に
も
ぜ
ひ
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
生
名
の
実
家
は
一
番
下
の
弟

夫
婦
が
継
い
で
く
れ
て
お
り
、
二
人
に
は

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
、
勝
浦
の
皆
さ
ま
の
お

幸
せ
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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★団　長
中田丑五郎（勝浦郡町村会長・

勝浦町長）

★副団長
花 本  　靖（上勝町長）
岡 本 富 治（徳島県議会議員・

勝浦郡陸上競技協会
後援会長）

桂  　洋 志（勝浦郡陸上競技協会
後援会上勝支部長）

立 石 竹 夫（勝浦郡陸上競技協会長）
椎 野 和 幸（勝浦町教育委員会教育長）
立 川 信 彦（上勝町教育委員会教育長）
★監督
柿 原 昌 典（日亜化学工業㈱）
★コーチ兼選手
瀧 花 美 咲（富士産業㈱）
宮本奈留美（羽ノ浦さくら保育所）
★マネージャー兼選手
出葉文加里（富岡東高等学校２年）
★主　将
山 守 勇 久（海上自衛隊第24航空隊）

★選　手
駒 津 普 司（日本ケミコン）
猪 谷 友 之（勝浦郡陸上競技協会）
山 平 和 也（日亜化学工業㈱）
藤 木 浩 史（日亜化学工業㈱）
早 川 祐 貴（長生堂製薬㈱）
太 田  　誠（勝浦郡陸上競技協会）
内 谷 安 宏（勝浦郡陸上競技協会）
木 原 佑 介（㈱徳島銀行）
東 山 圭 佑（日本青果包装㈱）
久保田直樹（阿南工業高等専門

学校専攻科１年）

立 石 拓 海（亜細亜大学２年）
西 尾 駿 汰（徳島科学技術高等

学校１年）

森 内 拓 磨（阿南工業高等専門
学校１年）

松 田 優 汰（勝浦中学校３年）
松 本 健 汰（勝浦中学校３年）
渡 　 翔 希（勝浦中学校３年）
上 平 光 希（勝浦中学校２年）
日 下 　 涼（勝浦中学校２年）

時 本 　 信（勝浦中学校２年）
森 野 太 心（勝浦中学校２年）
山 守 勇 吉（勝浦中学校２年）
近 藤 友 陽（勝浦中学校１年）
津 路 稜 也（勝浦中学校１年）
出葉滉一朗（勝浦中学校１年）
中 山 弘 夢（勝浦中学校１年）
松 本 健 志（生比奈小学校６年）
倉 橋 唯 斗（横瀬小学校５年）
石田有莉香（富岡西高等学校１年）
小 関 摩 耶（勝浦中学校３年）
出葉比加里（勝浦中学校３年）
森内日菜子（勝浦中学校３年）
麻 植 心 桜（勝浦中学校２年）
後 藤 美 花（勝浦中学校２年）
真 田 　 優（勝浦中学校２年）
米 澤 陽 菜（勝浦中学校２年）
木 川 　 真（上勝中学校２年）
仲 田 　 鈴（勝浦中学校１年）
山本さくら（生比奈小学校６年）
白 草 万 穂（生比奈小学校５年）

（敬称略）

　昭和30年に「徳島から五輪選手を」をスローガンに掲げスタートした徳島駅伝が、今年も第
64回大会として１月４日から６日までの３日間、新春の阿波路で開催されます。

　今大会は、全43区間256.8㎞において各郡市の代表ランナーが郷土のため、チームのために
懸命の走りを展開します。また今年も大会第２日目に小学生区間が試行されます。

　前回大会の勝浦郡選手団は、惜しくも前々回大会の12位から14位となりました。選手団はよ
り上位進出をとの思いで、今大会のさらなる飛躍に向け、週２回のナイター練習、日曜日の強
化練習のほか、自主練習にも積極的に取り組むなど戦力の向上を図ってきました。

　町民の皆さまにおかれましては、例年同様、選手団へのあ
たたかいご声援をよろしくお願いします。

　なお、今大会の役員（一部）と選手団（町内選手）は次の
とおりです。

第64回

集特
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合宿中の様子

山 守 勇 久 主将

　今年は主将という立場で徳島駅伝を走らせていただき
ます。主将としてできることは私を育ててくれた勝浦郡チ
ームのために貢献して１つでも上の順位を取ることです。
皆さん今年も勝浦チームの応援よろしくお願いします。　

中学校最後の駅伝なの
で、自分の力を十分に発
揮して、チームに貢献で
きる走りをしたいです。

松 田 優 汰 選手
　昨年も勝浦郡の選手として、
徳島駅伝を走らせていただきま
した。今年は昨年よりも良いタ
イムを出し、貢献できるように
精一杯頑張りたいと思います。

米 澤 陽 菜 選手

　勝浦郡チームは前回の順位より１つ上げて13位を目指します。
　選手達は、本番に向けて、寒い中練習を積み重ねてきました。
　各選手の持てる力を出せば、目標以上の順位アップは可能だと感じ
ています。
　勝浦郡は、多くの方々のお陰で出場出来ています。徳島駅伝に
参加出来る感謝の気持ちを走りで応え最後まで襷を繋ぎます。
　応援の程よろしくお願いいたします。

集特

■柿原監督コメント

選手３名に
「個人の今年の目標」

をききました。
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春 

田 

成 

美

青　

井　

和　

希

青　

木　

香　

璃

青　

木　

秀　

磨

東　
　
　

日
奈
子

稲　

川　
　
　

葵

岩　

城　

大　

志

岩　

佐　

伴　

基

上　

田　

浩　

靖

上　

平　

海　

都

鵜　

澤　
　
　

唯

大
久
保　

慶　

子

岡　
　
　

実
奈
美

岡　

田　
　
　

遼

岡　

本　

脩　

吾

影　

平　

昌　

耶

勝　

本　

鷹　

幸

倉　

越　
　
　

望

清　

水　

彩　

音

清　

水　

一　

希

瀬　

戸　
　
　

葵

竹　

山　
　
　

響

立　

石　

拓　

海

谷　
　
　

賢　

翔

田　

村　

太
久
登

筒　

井　

順　

也

鶴　

代　

達　

也

豊　

岡　

江　

実

中　

西　
　
　

蒼

中　

村　

健
太
郎

中　

山　

祐　

斗

新　

田　

彩　

乃

信　

政　

郁　

弥

林　
　
　

大　

成

原　

田　

聖　

也

春　

田　

成　

美

引　

地　

智　

紀

平　

井　

ま
ど
佳

平　

間　

太　

雅

藤　

本　

悠　

真

藤　

本　

友　

哉

堀　
　
　

杏　

理

前　

川　

愛　

海

前　

田　

あ
み
る

増　

田　

晃　

平

松　

鷹　

陽　

介

美　

馬　

佳　

苗

森　
　
　

也　

実

森　

脇　

直　

輝

大　

和　

卓　

生

山　

野　

翔
太
郎

山　

平　

理　

恵

山　

本　

亮　

太

米　

澤　

吉　

郎

NGUYEN THI THUONG
TAO

 YEN
 H
O
A

LUU THI HONG NGA

平成30年１月２日㈫
勝浦町農村環境改善センター 0885（42）3300

受付：午前9時30分から
写真撮影：午前10時５分から
式典：午前10時30分から 成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

青

井

和

希希

青

木

香

璃璃

新

田

彩

乃

信

政

郁

弥

42）3300

から 成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
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堀　

  

杏 

理

平 

間 

太 

雅

森 

脇 

直 

輝
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12
月
13

日
、
勝
浦

町
農
業
委

員
の
小
山

善
昭
さ
ん

（
棚
野
）、

農
地
利
用

最
適
化
推

進
委
員　

瀬
戸
正
彦

さ
ん
（
石

原
）・
山
野
忠
男
さ
ん
（
与
川
内
）
に
、

徳
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
山
さ
ん
、
瀬
戸
さ
ん
、
山
野
さ
ん

は
平
成
17
年
７
月
に
、
勝
浦
町
農
業
委

員
会
の
農
業
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

現
在
に
至
る
ま
で
約
12
年
間
の
長
き
に

わ
た
っ
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、
適
正
な

農
地
行
政
の
推
進
と
農
業
者
の
地
位
向

上
に
尽
力
す
る
等
、
農
業
者
の
公
的
利

益
代
表
機
関
と
し
て
の
役
割
を
積
極
的

に
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
て
今

回
の
感
謝
状
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
文
科
省
が
募
集
し
た
、
留
学
生
制
度

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
採
用
さ
れ
、
平
成
29
年
1

月
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
に
留

学
さ
れ
て
い
た
「
勝
浦
町
ふ
る
さ
と
大

使
」
の
森
脇
聰
哉
さ
ん
（
黒
岩
）
が
、

11
ヶ
月
の
滞
在
期
間
を
終
え
て
12
月
3

日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
日
本
語
は
ほ
と
ん
ど
話
さ

ず
英
語
で
の
生
活
で
、
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
生
活
の
合
間
に
は
ひ
な

人
形
を
使
っ
て
現
地
の
小
学
校
で
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
な
ど
幅
広
く
活
動
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、

若
い
世
代

へ
向
け
て
、

海
外
留
学

で
体
験
し

た
こ
と
、

感
じ
た
こ

と
を
報
告

し
て
い
た

だ
く
予
定

で
す
。

　

新
春
を
迎
え
本
町
消
防
団
の
全
容

を
広
く
町
民
に
公
開
し
、
消
防
に
対

す
る
認
識
と
信
頼
を
深
め
、
さ
ら
に

防
火
思
想
の
普
及
並
び
に
消
防
団
員

等
の
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
1
月
14
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜

（
雨
天
時  

午
前
10
時
〜
）

　

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
時  

農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
）

★
第
１
部

式
典
（
午
前
９
時
30
分
〜
）

　

消
防
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
第
２
部

訓
練
（
式
典
終
了
後
）
全
分
団
に

よ
る
一
斉
放
水
訓
練

（
星
谷
橋
上
流
に
お
い
て
行
い
ま
す
。）
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徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟

優
秀
選
手

生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
３
位

第
24
回
徳
島
県
選
抜
少
年
野
球

勝
浦
郡
み
か
ん
大
会

第
５
回
エ
ン
ジ
ョ
イ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

那
賀
勝
浦
シ
ト
ラ
ス

ウ
イ
ン
ズ
２
０
１
７ 

優
勝

　

12
月
２
日
㈯
、
オ
ロ
ナ
ミ
ン
C
球
場

に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
徳
島
県
軟
式

野
球
連
盟
優
秀
選
手
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

中
学
の
部
に
お
い
て
岡
本
駿
く
ん
（
勝

浦
中
学
校
３
年
）・
学
童
の
部
に
お
い
て
、

安
東
直
人
く
ん（
生
比
奈
小
学
校
６
年
）

が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
両
選
手
と
も
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー

で
チ
ー
ム
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

各
大
会
で
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
３
日
、
９
日
、

10
日
の
３
日
間
、
横

瀬
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
他
に
お
い
て
、
第

24
回
徳
島
県
選
抜
少

年
野
球
勝
浦
郡
み
か

ん
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
勝
浦
タ
イ

ガ
ー
ス
、
生
比
奈
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
及
び

県
内
各
地
か
ら
50

チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
見
能

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
阿
南
市
）
が
優
勝
し
、
生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
３
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
地
元
の
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
も
ベ

ス
ト
８
ま
で
勝
ち
上
が
り
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
全

員
野
球
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
個
人
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●●
敢
闘
賞

　
月 

岡 

哩 

徠
く
ん
（
生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）

　
寒 

山 　

 

航
く
ん
（
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
）

　

11
月
３
日
㈮
か
ら
12
月
10
日
㈰
、
第
５
回
エ
ン
ジ
ョ
イ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
阿
南
で

開
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
今
秋
に
少

年
野
球
チ
ー
ム
を
卒
部
し
た
６
年
生
が
集
い
、
阿
南
市
・

小
松
島
市
・
勝
浦
郡
等
か
ら
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
リ
ー

グ
戦
に
て
12
試
合
を
戦
い
ま
し
た
。

　
那
賀
勝
浦
シ
ト
ラ
ス
ウ
イ
ン
ズ
２
０
１
７
に
は
、
勝
浦

タ
イ
ガ
ー
ス
（
中
瀬
健
太
郎
・
平
岡
誠
弥
・
山
西
健
志
郎
・

福
本
早
苗
・
押
栗
光
貴
）、
生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
安

東
直
人
・
湊 

奎
心
・

麻
植
太
晴
・
松
本
健

志
）、
相
生
ク
ラ
ブ
・

鷲
敷
レ
ッ
ズ
・
海
北

少
年
野
球
部
・
加
茂

名
ベ
ア
ー
ズ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
参

加
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
10
勝
２
敗

の
戦
績
で
２
度
目
の

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
個
人
表
彰

（
町
内
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●●
監
督
賞

　
松
本
健
志 

選
手

生比奈小学校
安東直人くん

勝浦中学校
岡本駿くん
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1
月
17
日
㈬　

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

２
月
25
日
㈰　
午
前
９
時

　

２
月
９
日
㈮

IPFAX
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1
月
4
日
㈭
〜
18
日
㈭

infomationinfomation
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１
月
31
日
㈬

１
月
31
日
㈬

１
月
13
日
㈯  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１
月
14
日
㈰  

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
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【
こ
の
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に 
 

登
録
さ
れ
る
者
】

【
期
日
前
投
票
】

１
月
24
日
㈬
か
ら

１
月
27
日
㈯
ま
で

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

【
不
在
者
投
票
】

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

1
月
12
日
㈮　
午
前
9
時
か
ら

勝
浦
町
長
選
挙

infomationinfomation
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１
月
15
日
㈪
〜
24
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

１
月
15
日
㈪
〜
24
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
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１
月
４
日
㈭
〜
１
月
31
日
㈬

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

①
新
規
就
農
者
支
援
事
業 

経
営
支
援
型

②
新
規
就
農
者
支
援
事
業 

上
乗
せ
型

infomationinfomation
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許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
転
用
し
た

場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に

な
り
厳
し
い
罰
則
（
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
の
罰
金
・
法
人
の
場

合
は
１
億
円
等
）
が
科
せ
ら
れ
る

マ
ッ
チ
ン
グ
会
員
募
集
! !

４
月
１
日

マッチング
登録はこちら

FAX
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電話又は年金相談窓口で受付
予約の際は、『基礎年金番号』『相談者および配偶者氏
名』『電話番号』『相談内容』等について確認させてい
ただきます。

　 0570（05）1165（ねんきんダイヤル）
　 088（652）1511（徳島南年金事務所 お客様相談室）

予約制による年金相談の実施
日時　１月13日㈯ 
　　　受付時間 午前9時30分～午後3時

日時　１月９日㈫・１月15日㈪・
１月22日㈪・１月29日㈪

　　　午前8時30分～午後6時

募
集
訓
練
科
〔
訓
練
期
間
：
平
成
30
年

３
月
１
日
㈭
〜
８
月
29
日
㈬
〕

　

１
月
４
日
㈭
〜
２
月
５
日
㈪

infomationinfomation

FAXFAX
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◆行事予定

◆行事予定

１月

◆日時　毎週金曜日  午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている
　　　  子どもと保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の１月の行事をお知らせします。子育て中
のお父さんお母さん同士の交流を広げ、親も子どもも気軽に楽しめるサークルで
す。孫育て中のおじいちゃんおばあちゃんも参加できます。
　一度遊びにきませんか。

◆時　間　午前10時～11時30分（行事）
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆対象者　０歳～５歳
　　　　（家庭で保育されている
　　　　　子どもと保護者）
平日　午前９時30分～11時30分
　　　午後１時00分～４時00分

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する相
談を行っています。気軽にご相談ください。
◆相談時間　平日 午前８時30分～午後５時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆内　容　乳幼児に関する来園相談・電話相談

☎0885（42）2246　IP050（3438）9653勝浦みかん保育園お問い合わせ・お申し込み先 IP

10日㈬ ☆お正月遊び・伝承遊び

24日㈬ ☆節分の飾り作り
31日㈬ ☆お誕生会

17日㈬ ☆親子講習会「咳の病気について」☆看護師による身体測定・発育、発達相談

19日㈮ お餅つき
26日㈮ お誕生日会＆読み聞かせ

12日㈮ 親子ヨガ
（動きやすい服装で水分補給できるものをご持参ください）

■こどものひろば
　☎0885（44）2026　IP 050（3438）9813
　http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006

お問い合わせ・お申し込み先

IP
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　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納める
ことになっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、
一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありま
すので、「あの時に…」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。
　加入の手続きは、役場の国民年金担当係または年金事務所へお尋ねください。
（20歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、加入手続きが不要です。）
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」
や「納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、役場で国民年金
の加入手続きと併せて申請してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記
録や保険料の納付状況などがこの番号で管理されます。
　年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

国民年金の納付は、３種類の基礎年金があります。

死亡した方に生計維持され
ていた「子のある配偶者」
または「子」が受けられます。

病気やケガで障害の
状態になった方が受
けられます。

65歳から生涯受け
られます。

被保険者の
種　　　類

対 象 者

保 険 料

国庫負担

第１号被保険者

20歳以上60歳未満の
自営業の方、農林漁業
の方、学生の方など

国民年金保険料
【定額】16,490円
（平成29年度）

平成29年度における基礎年金の国庫負担割合については1/２となります。
（平成21年３月分までは1/3）

第３号被保険者

第２号被保険者に扶
養されている配偶者

被保険者本人は保険
料負担を要しない。
配偶者の加入している
年金の保険者が負担

第２号被保険者

会社員、
公務員など

厚生年金保険料率
18.300％
（平成29年9月分～）
労使折半で保険料負担

年金手帳は大切に保管しましょう
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　柔道整復師（整骨院・接骨院）の診療には保険証が「使える場合」
と「使えない場合」があります。施術を受ける前にきちんと確認
して正しく施術を受けることが大切です。

  保険証を使えるのはどんなとき
  保険証が使える場合
●●骨折、脱臼（応急手当をする場合を除き、医師の同意が必要です。）
●●外傷性のねんざ・打撲
●●骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき
◆◆主な負傷例…日常生活やスポーツ中に転んで膝を打ったり、足首を捻ったりし

て急に痛みがでたとき

  保険証が使えない場合
●●日常生活における単純な疲労、肩こり及び腰痛
●●脳疾患後遺症などの慢性病
●●症状に改善がみられない長期施術
●●病院、診療所などで治療中の負傷
●●労災保険が適用となる負傷

  施術を受けるときの注意
●●健康保険は治療を目的としたものです。負傷の原因は正確に伝えましょう。
●●療養支給申請書の内容（負傷原因、負傷名、日数、金額）をよく確認して、署名ま
たは捺印をしてください。
※療養費は、本来患者さんが費用の全額を支払った後、自ら保険者へ請求を行い支
給を受ける「償還払い」が原則です。柔道整復については例外的に、患者さんが
自己負担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保
険者に請求する「受領委任」が認められています。

●●施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けま
しょう。
●●領収書を必ずもらい、金額に問題がないかを確認しましょう。医療費控除を受ける
際必要になりますので、大切に保管しましょう。

  施術内容を照会させていただく場合があります
　保険証を使って柔道整復師の施術を受けた方には、施術内容などについて照会させ
ていただく場合があります。これは皆様に納めていただいた保険税（料）を適正に使
用するため、請求内容に誤りがないかを確認するためのものです。
　ご協力をお願いいたします。

国保と医療費
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■場所　勝浦病院 ２階 多目的室
■時間　13時30分から１時間程度
■費用　無料です。
■その他　お申し込みは不要で自由参加です。

１月の糖尿病教室は次のとおりです。
日

9日㈫
16日㈫
23日㈫

担  当

栄養士
薬剤師
看護師

内  容
食事について
薬について
生活と運動について

年始の診療は1月4日㈭からです。

　次のとおり勝浦病院の臨時職員を募集
します。履歴書（市販のもの）を添えて
勝浦病院事務局までお申込みください。
管理栄養士　１名【急募】

※詳細については、勝浦病院事務局まで
お問い合わせください。

　穏やかで、すがすがしい年明けでしたが、皆さんそれぞれよいお
正月を迎えられたことと思います。
　昨年は医療スタッフ不足、特に医師・看護師の不足が心配されま
したが、常勤医師として樫原医師、そして新たに看護師の採用もあ
り医療体制も整いつつあります。今後とも医療スタッフの充実・医

療サービスの向上に向け努力してまいります。　
　また、現在当院は、４年後の新病院開院に向け、建て替えのための準備作業を進め
ているところです。新病院におきましても、地域包括ケアの中核施設（医療拠点）として、
勝浦郡内唯一の有床医療機関として、地域住民に寄り添い、安心して受診していただ
ける “かかりつけ病院” としての機能充実を目指します。
　最後になりましたが、当院は今後も、徳島赤十字病院を始めとする急性期医療機関
や介護施設との連携、更には在宅医療を推進し、医療のみならず介護・保健・福祉等
の各分野との連携を促進し、「住民の皆様に選ばれる病院」となれるよう職員一同頑張
ってまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

国民健康保険勝浦病院　院長　小  西  康  備

小西院長

「「「 ののののののののの ししててとしししててししししししししししししててててててとととととととととししと ててててててててとと「あなたのかかりつけ医「あなたのかかりつけ医として」」てて」」
IP
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内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

1 歳 児 2 歳 児
健 康 診 査 13：30～14：0018 木 農村環境改善

セ ン タ ー

平成27年10月1日～
平成28年1月31日生まれの子
平成28年10月1日～
平成29年1月31日生まれの子

母子健康手帳
子どもノート

パワーアップ教室
（介護予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

３階ホール 参加費500円住民（65歳以上の方）24 水

運 動 教 室
（講師：仁木哲哉先生） 14：00～15：00

IP

イキイキ元気教室
（認知症予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

３階ホール 参加費500円住民（65歳以上の方）

健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住民

健 康 相 談 13：30～14：00

栄 養 相 談 13：00～13：30
乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00

2　／ 6 火 股関節脱臼検診 13:00 勝 浦 病 院 問診票
母子健康手帳

平成29年9月1日～
12月31日生まれの子

2　／  7 水 健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住民

農村環境改善
セ ン タ ー

平成29年6月1日～
10月31日生まれの子

母子健康手帳
子どもノート

　平成29年11月末時点で、予防接種が未接種の方には、12月に通知しています。
●●対象者
　勝浦町に住民票があり、小学校就学前（平成29年度　保育園年長組）のお子さま
●●接種期間
　平成29年４月１日㈯から平成30年３月31日㈯まで
　ただし、接種期間を超えた場合は、任意接種となります。
●●接種医療機関
　定期予防接種広域化協力医療機関
●●予防接種を受けるにあたって
　①希望される方は、接種する医療機関に事前に予約が必要です。
　②予診票を記入し、母子健康手帳、健康保険証を合わせて医療機関へご持参ください。
　③予診票等の関係書類をなくされた方は、福祉課保健師までご連絡ください。

麻しん風しん混合（MR）ワクチンを
　　　　　　まだ接種されていない方へ２期

10 水

11 木

健 康 相 談 9：30～10：00
介 護 予 防 教 室 10：00～11：00

中角集会所 住民 健康手帳30 火

。

12 金 沼江コミュニ
ティセンター 住民 健康手帳

運動ができる服装

健 康 教 室
（救命についてのお話）14：00～15：30

健 康 相 談 13：30～14：00
16 火 生名センター 住民 健康手帳
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・お湯は41度以下で10分
まで、長湯はしないよ
うに気を付けましょう。
半身浴がおすすめです。

・かけ湯を心臓か
ら遠い足元から
行い、湯船には
足先からゆっく
り入りましょう。

・入浴前に水分補給を
しましょう。

・浴室、脱衣所も暖めておきましょう。

・転倒防止に手すり
を設置しましょう。

・家族に声をかけて
から入りましょう。
　家族の方は入浴中
　に声をかけましょう。
　タイマーを利用す
るのも効果的です

☆入浴事故を防ぐ安全対策

ゆっくり出浴
　浴槽で急に立ち上がると脳内血流が減少し、立ちくらみ・
失神をおこし、浴槽内に倒れて溺れる危険があります。浴槽
につかまり、頭を低くして前かがみになる、浴槽のヘリに腰
掛けるなどしてゆっくりと立ち上がりましょう。

こういう時は入浴を控えましょう
・体調が悪い時・お酒を飲んだ後
・睡眠薬を飲んだ後

　入浴は体を清潔にしたり温めたり、リラックスできる等、良い効果がいっぱいです。特に、
寒いこの時期は、熱いお湯に浸かりたいと思うのは自然なことです。
　しかし、入り方を間違えると命に係わることがあります。日本における入浴事故死は年間１
万9千人以上といわれています。入浴中の事故はほとんどが冬に集中しています。
　入浴中の急死や入浴事故の主たる機序は高温環境による熱中症であり、
心肺停止の原因は高体温と溺水と考えられています。体温の上昇はお湯が
熱いほど早くなるため高温のお湯に長時間浸かるのは注意が必要です。
　冬のお風呂の入り方について考えてみましょう。

分補給を

。

う。

す

41℃以下 り
う。

保 健 IP
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日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

年始休館日  1月1日㈪～3日㈬
県立図書館協力巡回日休館日

図書館図書館だより

★図書館が閉まっている時の返却本は、玄関横のブックポストに入れてください。
　なお、CD・DVDなどは、開館時間内に館内受付カウンターに返却してください。

逢

樋

　冬期スタンプラリー期間中に借りた本の
冊数分にあわせてスタンプを押します。
　たくさん本を読んで景品と交換しよう。

　１月28日㈰まで
　中学生以下の希望者

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
家
族
お
揃
い
で
、
新
春
を
寿
い
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
、

ま
た
、
人
口
減
少
問
題
な
ど
で
図
書
館
利
用
者
数
は

全
国
的
に
逓
減
し
て
お
り
ま
す
。
当
館
に
お
い
て
も

同
じ
現
象
が
見
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
昨
年
は

来
館
者
数
一
万
五
千
人
（
対
前
年
＋
１
％
）、
貸
出

冊
数
二
万
五
千
冊
（
同
＋
６
・
９
％
）
と
、
い
ず
れ

も
増
加
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
も
十

一
月
現
在
で
来
館
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
も
の

の
貸
出
冊
数
は
増
加
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
読
書
習
慣
の
定
着
に
加
え
、
お
子
さ
ま
を
対

象
と
し
た
「
春
期
・
夏
期
・
冬
期
の
読
書
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
開
始
」
な

ど
の
取
組
み
も
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
と
分
析
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
に
一
層
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

図
書
館
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

図
書
の
貸
出
し
は
も
と
よ
り
、
掛
軸
展
示
会
や
化
石

展
・
写
真
展
、
ポ
ス
タ
ー
教
室
、
夏
休
み
子
ど
も
木

工
教
室
、
マ
ガ
ジ
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
お
な

じ
み
の
催
し
も
併
せ
て
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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・・廃食用油以外の
もの
　（ガソリン、灯油、
エンジンオイル
など）
・・廃食用油を固め
たもの
　（可燃ごみにお
出しください）
・・飲食店などの事
業所から出る廃
食用油は回収で
きません

　カセットコンロのガスボンベの出し方を教えてください。

　使い切って、穴をあけて出してください。

　発泡スチロールの出し方を教えてください。

　燃えるごみの袋に入れて出してください。

１月７日㈰～１月12日㈮
１月28日㈰～２月２日㈮

１月７日㈰～１月12日㈮
２月４日㈰～２月９日㈮

綿100％古着回収日程表

18日㈭

①段ボール　
②新聞紙・折込チラシ

③古本・雑誌・紙

古紙回収にご協力を!

IP

古紙回収日程表 （１・２月）

回収場所

回収方法

回収できないもの

横瀬 

棚野 
生名 
中角 

⑴ ペットボトルに　 
入れたままで回収

⑵ 回収容器に油だけ
を入れて回収

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう
日曜日・祝日は、ごみの収集を行っておりません。
分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
ご理解とご協力をお願いいたします。１月

クリーン情報
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●守ります 安全･安心 １１０番
　「１１０番」は、県民の皆さまと警察を結ぶホットラインとして、24時間体制で、皆さまの安全
で平穏な暮らしを守っています。
　徳島県内における１１０番通報は、平成28年中に約62,000件ありますが、この中には、「まち
がい電話」や「いたずら電話」などが約7,400件（約12％）、含まれます。
　「１１０番」は、事件・事故など１分１秒を争う緊急事態を通報する電話です。
　本当に必要な人が、必要な時に１１０番回線がふさがり、警察への通報が遅れたりしたのでは
大変です。「１１０番」は、正しくご利用下さい。
●悩むより まずは相談 ＃9110
　警察への安全相談、意見・要望などの緊急を要しないものは、
　警察相談電話 プッシュ回線 ＃9110　ダイヤル回線 ☎088（653）9110
　など、各種相談電話をご利用下さい。

110番のかけかたのポイント
何があった

どこで

いつ

犯人は

いま、どうなっている

あなたの住所、名前

1
2
3
4
5
6

事件？ 事故？
まず、何があったのかを話してください。

場所は？ 近くの目標になる建物、店舗、
官公庁、橋などを教えてください。

今？ 何分位前？

犯人は何人？ 男女？ 人相？ 服装？
どっちへ逃げた？ 乗り物は？

怪我人は？
被害の状況は？

住所、名前、連絡先を
正確に教えてください。
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１月 休日・夜間救急当番表

大字三溪字小川
名 西 郡 石 井 町

山 本 和 寛
出口亜 紀

大字生名字山下
大字生名字平野
大字生名字山ノ神
大字棚野字前田
大字中角字つい口
大字中角字西山

岡　ツネノ
大 西 　 好
戸 川 幸 ヱ
溝上コイト
岡 本 洋 子
古 井 義 浩

大字生名字大前 歩 花金岡明 徳
　 　 麻由

ほの か

大字生名字大前 悠 吾武田恭 典
　　京子

ゆう ご

日時　１月５日㈮・12日㈮・19日㈮・26日㈮
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉

　

IP

IP

７㈮・21㈮
６㈯・13㈯
20㈯・29㈯
７㈰・21㈰
22㈪

４㈭・18㈭
12㈮

陶 芸

踊 り

歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:30～9:30

　みなさまにご利用頂いています、ケーブル
テレビ及びインターネット・ＩＰ電話サービス
について、故障・加入・各種変更手続き等のお
問い合わせ先は、次のとおりです。

ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ
ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ

※時間外は、留守番電話にて翌営業日の対応となります。

〈受付時間〉 平　日　　　午前9時～午後8時
土曜日　　　午前9時～午後7時
日曜日・祝日　午前9時～午後5時

〈お問い合わせ窓口〉 地域情報センタ

☎0120（960）138　
　050（3438）9877IP

　受診前に必ず医療機関へ電話してください。実施医療
機関の都合により変更になる場合があります。
●勝浦町　国民健康保険勝浦病院
　夜間・休日も医師、看護師が常に待機していますが、
受け入れることができる症状・疾患は勤務体制により
異なります。必ず事前にご確認ください。
☎0885（42）2555　IP 050（3438）7441

●上勝町　国民健康保険上勝町診療所
　夜間・休日は休診となりますが、電話での相談は可能です。
☎0885（44）5010　IP 050（3438）7872

●小松島市　休日診療：午前９時～午後６時　

休日・夜間診療については徳島新聞にも掲載されています。

IP

IP

月　日 実施医療機関 住　所 電話番号
１月１日㈷
１月２日㈷
１月３日㈷
１月７日㈰
１月８日㈷
１月14日㈰
１月21日㈰
１月28日㈰
２月４日㈰

金 磯 病 院
江 藤 病 院
金 磯 病 院
宮 本 小 児 科
ふじの小児科クリニック
小 松 島 病 院
木 村 内 科
碩 心 館 病 院
ライフクリニック

金 磯 町
和田島町
金 磯 町
大 林 町
坂 野 町
田 浦 町
堀 川 町
江 田 町
赤 石 町

33-1211
37-1559
33-1211
37-3567
37-0250
33-2288
32-2001
32-3555
37-1811

今月は休みます。


